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□医療・福祉実践科目

科目名 ケースメ ソ ッ ド 基礎 １ 単位

担当者 中島 民恵子、 篠田 道子

開講形態 対面形式

テーマ
ディ スカッ ショ ンから学ぶ価値を理解し 、プレゼンテーショ ンスキルなど専門職

業人に求められる知識と スキルを身につける

科目のねらい

＜キーワード ＞

 学びの共同体、 勇気・ 礼節・ 寛容・ プレゼンテーショ ンスキル、 メ ンバーシッ プ

＜内容の要約＞

 ケースメ ソ ッ ド 授業の特徴・ 原則・ 重視するコ ンセプト を理解し たう えで、ディ スカッ

ショ ンから 学ぶ価値を理解する。 こ れら ケースメ ソ ッ ド での教えを「 実際にケースメ ソ

ッ ド 授業を動かし ながら 」 学ぶ。

＜学習目標＞

・ ケースメ ソ ッ ド が重視するコ ンセプト を理解できる

・ ディ スカッ ショ ンから学ぶ価値を理解できる

・ プレゼンテーショ ンスキルやメ ンバーシッ プなど専門職業人に求めら れる知識と スキ

ルを身につけるこ と ができる

授業の進め方

第１ 回： ケースメ ソ ッ ド と は（ 定義・ 授業の特徴と 原則・ 重視するコ ンセプト ）

ケース１

第２ 回： ケース１

第３ 回： ケース２

第４ 回： ケース２

第５ 回： ケース３

第６ 回： ケース３

第７ 回： ケース４

第８ 回： ケース４ ・ まと め

◆授業は２ コ マ続きで行う 。

事前学習の

内容・学習上

の注意

・ 事前に配布し たケース教材を読み、課題シート に自分の考えをまと め、グループデ

ィ スカッ ショ ンやク ラスディ スカッショ ンで発言できるよう 準備し ておく こ と 。

・ 授業の運営方法： ①個人学習、②グループディ スカッショ ン、③ク ラスディ スカッ

ショ ン、 ④振り 返り の４ 段階で進める。

本科目の

関連科目

ケースメ ソ ッ ド 演習

テキスト 事前にケース教材と 課題シート を配布する

参考文献
高木晴夫・ 竹内伸一（ 2011）『 ケースメ ソ ッ ド 教授法入門‐ 理論・ 技法・ 演習・ コ コ ロ -』

慶応義塾大学出版会

成績評価

方法と基準

・ １ 回ごと の課題シート の提出状況（ 50 点）

・ ディ スカッ ショ ンへの参加状況（ 50 点）

 上記の視点を総合的に判断し 、 全体で 60 点以上を合格と する



□医療・福祉実践科目

科目名 ケースメ ソ ッ ド 演習 ２ 単位

担当者 篠田 道子、 木村 圭佑（ 非常勤教員）

テーマ
ケースメ ソ ッ ド 授業の運営を通し て実践力・ マネジメ ント 力を向上さ せ、「 学びの

共同体」 を形成する

開講形態 ハイ ブリ ッ ド 形式

科目のねらい

＜キーワード ＞
 学びの共同体、 ファシリ テーショ ンスキル、 実践力、 マネジメ ント 力

ディ スカッ ショ ンリ ード 計画、 ボード ライ ティ ング計画
＜内容の要約＞

ケースメ ソ ッ ド 授業を通し て実践力やマネジメ ント 力の向上を目指すと と も に、「 学
びの共同体」 を形成する。 授業を運営し ながら 、 ファシリ テーショ ンやライ ティ ング
スキルを向上さ せ、 医療・ 福祉現場の課題を多面的に分析し 、 課題解決のための豊か
な方策を検討する。
＜学習目標＞
・ 多面的な問題分析力や解決策の提案、 批判的考察力などマネジメ ント 実践に必要な

知識と スキルを身につけるこ と ができる
・ ディ スカッショ ンリ ード 計画またはボード ライティ ング計画を作成し 、 ファシリ テ

ーショ ンスキル等を活用するこ と で、 ケースメ ソ ッ ド 授業を運営できる
・ 講師・ 参加者と と も に「 学びの共同体」 の形成に寄与できる

授業の進め方

第１ ・ ２ 回： オリ エンテーショ ン（ 授業の目的・ 進め方・ 重視するコ ンセプト ）

ケース１

第３ ・ ４ 回： ケース２

第５ ・ ６ 回： ケース３

第７ ・ ８ 回： ケース４

第９ ・ 10 回： ケース５

第 11・ 12 回： ケース６

第 13・ 14 回： ケース７

第 15 回： まと め

◆授業は２ コ マ続きで行う 。

◆ディ スカッ ショ ンの質向上のために、 実務家教員がオンライ ンで参加する。 実務家

教員と は、 広義の福祉現場の高度専門職業人のモデルと なるよう な先駆的で優れた実

践をし ている人の総称である。

事前学習の内

容・学習上の

注意事項

・ 授業の運営方法： ①個人学習、 ②グループディ スカッ ショ ン、 ③ク ラスディ スカッ
ショ ン、 ④振り 返り の４ 段階と する。
・ 課題シート は指定し た「 nfu.jp のボッ クス」 に提出する。
・ 開講形態： ハイ ブリ ッ ド 授業を基本と する。 具体的な進め方は授業の初日に説明す
る。 ただし 、 ディ スカッショ ンリ ード またはボード ライ ティ ング（ 板書） を担当する
院生は、 名古屋キャンパスに参集するこ と 。
・ ディ スカッショ ンリ ード と ボード ライ ティ ングを担当する院生は、 「 ディ スカッ シ
ョ ンリ ード 計画」 または「 ボード ライ ティ ング（ 板書） 計画」 を作成するので、 担当
教員と 事前に相談するこ と 。

本科目の

関連科目
ケースメ ソ ッ ド 基礎

テキスト 事前にケース教材と 課題シート を配布する

参考文献
高木晴夫・ 竹内伸一（ 2011）『 ケースメ ソ ッ ド 教授法入門‐ 理論・ 技法・ 演習・ コ コ ロ

‐ 』 慶応義塾大学出版会

成績評価方法

と基準

１ ． 平常点（ 70 点）： 討論への参加状況（ 場作り の貢献度や積極的な発言など ）、 課題
シート の提出状況を勘案し て総合的に評価する。

２ ．その他（ 30 点）： 2 つの方法から 選択する。①ディ スカッショ ンリ ード やボード ラ
イ ティ ング（ 板書） のいずれかを経験する。 ②ケース教材の執筆。 ケースと し て
提出さ れたも のは「 ケース教材の試運転」 を経て、 次年度以降の授業で活用する
こ と も 想定し ている。 詳細は授業初日に説明する。



□医療・福祉実践科目  ※合併開講科目［（  ）内は 2024 年度までの科目名称］

科目名 多職種連携概論 （ 福祉サービ スマネジメ ント 概論）  ２ 単位

担当者 篠田 道子

開講形態 対面形式

テーマ 多職種連携の視点から医療・ 福祉サービ スのマネジメ ント を考える

科目のねらい

＜キーワード ＞

多職種連携、医療福祉サービ ス、マネジメ ント 、意思決定支援、リ スク マネジメ ント

＜内容の要約＞

少子高齢化や情報化の進行と と も に、 医療・ 福祉サービ ス、 組織やチーム、 リ ー

ダーシッ プのあり 方が変化し ている。 本講では多職種連携の視点から 医療・ 福祉サ

ービ スのマネジメ ント （ 管理・ 運営・ 経営） を考える。 ケースメ ソ ッ ド 、 事例検討

など複数の方法を組み合わせながら多面的に検討する。 授業では様々な多職種連携

の場面にスポッ ト を当て、 自分がその場面の当事者であればどのよう に状況を理解

し 、 そし てどのよう に意思決定し 、 組織やサービ スを動かし ていく のかを考える。

＜学習目標＞

・ 多職種連携の必要性と その実際を理解できる

・ 医療・ 福祉サービ スのマネジメ ント を理解できる

・ 多職種連携の課題をミ ク ロ ・ メ ゾ・ マク ロ の視点から説明できる

授業の進め方

第１ ・ ２ 回 オリ エンテーショ ン、 自己紹介、 多職種連携を高めるカンファレンス

（ ブレーンスト ーミ ング、 ケース教材によるディ スカッ ショ ン）

第３ ・ ４ 回 医療・ 福祉施設におけるリ スクマネジメ ント

第５ ・ ６ 回 地域包括ケアシステムとネットワーク形成（院生による事例提供と討論）

第７ ・ ８ 回 業務改善と 組織変革（ 院生による事例提供と 討論）

第９ ・ 10 回 医療・ 福祉サービスの国際比較

第 11・ 12 回 多職種で支える意思決定支援‐終末期ケアに焦点を当てて‐

第 13・ 14 回 静かなリ ーダーシッ プ（ グループワーク＋発表）

第 15 回   全体のまと め・ リ フ レ ク ショ ン

本講義は、隔週２コマ連続とする。都合により内容と順番を一部変更する場合がある。

事前学習の

内容・学習上

の注意

・事前に配布したケース教材を読み、課題シートに自分の考えをまとめ、グループワークで発

言できるように準備しておくこと。

・授業では双方向性を大切にしているので、院生の積極的な問題提起を歓迎したい。

本科目の

関連科目
ケースメ ソ ッ ド 基礎、 ケースメ ソ ッ ド 演習

テキスト
テキスト は使用し ない。レジュメ 、 ケース教材、実践報告、雑誌論文、新聞記事など

多様な教材を使用する。

参考文献

・ 篠田道子（ 2011）『 多職種連携を高めるチームマネジメ ント の知識と スキル』 医学書院

・ 篠田道子（ 2023）『 チームを成長さ せる会議・ カンファレス 35 スキル』 日本看護協会出版会

・ J.バダラッ コ 、 高木晴夫監修（ 2010）『 静かなリ ーダーシッ プ』 翔泳社

成績評価

方法と基準

・ 最終レポート （ 50 点）、 ②平常点（ 50 点）： コ メ ント カード 、 事前課題、 グルー

プワークへの参加状況等で評価し 、 総合評価 60 点以上を合格と する。

・ 最終レポート ： テーマは授業で扱う 内容に関連するも のを各自テーマ設定する。

A４ 版で 2000 字程度にまと める。 締め切り は 2025 年７ 月 31 日（ 木）。 nfu.jp に提

出する（ 授業初日に説明する）。



□医療・福祉実践科目

科目名 プロ グラム評価論 ２ 単位

担当者 横山 由香里

テーマ 実践や介入プロ グラムの課題や効果等を科学的に評価する方法を学ぶ

開講形態 ハイ ブリ ッ ド 形式

科目のねらい

＜キーワード ＞

１ ． エビ デンス  ２ ． プロ セス評価 ３ ． アウ ト カム評価 ４ ． ロ ジッ クモデル

＜内容の要約＞

近年、 社会福祉や保健医療の実践が効果的に行われているかを検証するこ と が求めら れ

ています。本講義では、実践の経過や実践後の成果・ 課題等の評価方法を学び、研究のリ

テラシーを高めます。

＜学習目標＞

・ 社会福祉や保健医療の領域で行われている取り 組み（ 介入や実践） の効果等に関する

文献を読解できる

・ 自身の問題意識や関心に迫るために必要な情報を収集、分析、記述するために、どのよ

う な力が必要かを理解するこ と ができる

・ 様々な視点から 検討するこ と や個人情報保護の重要性を理解し て研究を計画できる

授業の進め方

第１ 回 ガイダンス

第 2 回 エビデンスと は

第 3 回 代表的な社会福祉調査法

第 4 回 介入や実践の「 効果」 と は

第 5 回 プロ グラムを開始する前のアセスメ ント ・ ロ ジッ クモデル

第 6 回 「 効果」 を評価する方法①
第 7 回 実際の文献に学ぶ

第 8 回 バイアスと は

第 9 回 「 効果」 を評価する方法②
第 10 回 プロ セス評価と は

第 11 回 アウ ト カム評価と は①
第 12 回 アウ ト カム評価と は②
第 13 回 実際の文献に学ぶ

第 14 回 様々なプロ グラム評価

第 15 回 まと め

事前学習の内容

学習上の注意
論文を事前配布し た場合には、 各自で目を通し ておく こ と を推奨し ます。

本科目の

関連科目
研究方法概論Ⅰ・ Ⅱ（ 研究方法概論）

テキスト 特になし

参考文献

「 プロ グラム評価 対人・ コ ミ ュニティ 援助の質を高めるために」 安田節之著. 新曜社

(2011) / 「 プロ グラム評価の理論と 方法 -システマティ ッ クな対人サービ ス・ 政策評価

の実践ガイ ド 」 P. H. ロ ッシ・ M. W. リ プセイ ・ H. E. フ リ ーマン  著, 大島巌・ 平岡公一・

森俊夫・ 元永拓郎 監訳. 日本評論社(2005)

成績評価方法

と基準

レポート の提出（ 50％）、 ディ スカッ ショ ンへの参加（ 50％） により 、 総合的に評価す

る。 全体で 60％以上を合格と する。

・ 取り 上げる文献は受講者の

専門分野に合わせて決めます。

・ 進度の都合で授業の順番を

変更する可能性があり ます。

・ オンライ ン参加者の人数次第で、

 グループワークがし づら い場面が

少し あるかも し れません。

ご了承く ださい。



□医療・福祉実践科目

科目名 スーパービ ジョ ン論 ２ 単位

担当者 大谷 京子・ 山口 みほ

開講形態 ハイブリ ッ ド 形式（ 第 8 回・ 第 9 回は対面形式）

テーマ ソ ーシャルワーク ・ スーパービ ジョ ンの理解と 実践への応用

科目のねらい

＜キーワード ＞

ソ ーシャルワーク・ スーパービジョ ン、個人スーパービ ジョ ン、グループスーパービジョ

ン、 スーパーバイ ザーと スーパーバイ ジーの関係性、 スーパービジョ ンの倫理

＜内容の要約＞

①ソ ーシャルワーク ・ スーパービ ジョ ンについての基礎的理解を図る。 スーパービ ジョ

ンの教育的機能・ 支持的機能・ 管理的機能の具体的な展開について、 実践的に学ぶ。

②所属組織におけるソ ーシャルワーク専門職と し ての在り 方を考える。

③後進養成教育の過程におけるスーパービ ジョ ンの援助関係の特質や具体的な援助技術

について明確化を図る。

＜学習目標＞

・ ソ ーシャルワ ーク・ スーパービ ジョ ンの理解を図り 、自らの教育体験や現場体験を内省

的に考察し 、 言語化するこ と ができる。

・ 専門職と し ての後進育成に関する、新人研修・ 実習教育プロ グラム等の具体的な計画や

マネジメ ント を遂行できる。

授業の進め方

第 1 回 オリ エンテーショ ン（ 担当： 大谷）

第 2 回 スーパービ ジョ ンに関する理論①（ 山口）

第 3 回 スーパービ ジョ ンに関する理論②（ 山口）

第 4 回  スーパービ ジョ ンのセッ ショ ン事例（ 大谷）

第 5 回 スーパービ ジョ ンで活用さ れるスキル（ 大谷）

第 6 回 新米スーパーバイ ザーが直面する困難と その対処（ 大谷）

第 7 回 スーパーバイ ザーと し てセッショ ンを開始し 、 続けるための工夫（ 大谷）

第 8 回  個別スーパービジョ ンの実践的理解（ ロ ーププレイ と 振り 返り ）（ 大谷）

第 9 回 個別スーパービジョ ンの実践的理解（ ロ ーププレイ と 振り 返り ）（ 大谷）

第 10 回 グループスーパービ ジョ ンの実践的理解（ ロ ーププレ イ と 振り 返り ）（ 山口）

第 11 回 グループスーパービ ジョ ンの実践的理解（ ロ ーププレ イ と 振り 返り ）（ 山口）

第 12 回 ナラティ ブの視点から 「『 あたかも 』 事例検討会」（ 山口）

第 13 回 ナラティ ブの視点から 「『 あたかも 』 事例検討会」（ 山口）

第 14 回  個別スーパービ ジョ ンの演習（ 山口）

第 15 回 全体の総括・ まと め

事前学習の内容

学習上の注意

テキスト にはあら かじ め目を通し て、 ソーシャルワークスーパービ ジョ ンについての基

礎的理解をおさ えておく こ と 。

積極的な自己学習と 講義時の討議への積極的な参加を期待する。

実践レポート について： 本科目で実施し た講義と 演習を基に、 受講者それぞれの現場で

スーパービ ジョ ンを試行し ていただき、その内容について報告し てく ださい。（ 40文字×

40行で1600字以内）

本科目の

関連科目
ソーシャルワーク論

テキスト
大谷京子・ 山口みほ編著（ 2019）『 スーパービ ジョ ンのはじ めかた： こ れから バイ ザーに

なる人に必要なスキル』 ミ ネルヴァ書房

参考文献

アルフ レ ッ ド ・ カデューシン（ 2016）『 スーパービ ジョ ン  イ ン  ソ ーシャルワ ーク 第 5 版』 中央法

規出版．

一般社団法人日本ソーシャルワ ーク教育学校連盟（ 2023）『 実践ソーシャルワーク・ スー

パービ ジョ ン』 中央法規出版.

成績評価方法

と基準

ディ スカッショ ンへの参加度（ 40％）、 実践報告レポート （ 60％） の方法で評価をおこ

ない、 全体で 60％以上を合格と する。



□医療・福祉実践科目

科目名 ケアマネジメ ント 論 ２ 単位

担当者 上原 久（ 非常勤教員）

開講形態 対面形式

テーマ ケアマネジメントの理論と実際

科目のねらい

＜キーワード ＞ １. 多職種連携  ２.ケアマネジメント  ３.チームワーク

＜内容の要約＞ ケアマネジメ ント は、 ク ライ アント の複合的なニーズに対応する専門

職を組織し 、 連携し て課題解決に向かう 営みです。 連携する専門職がクライ アン ト のニ

ーズを正し く 把握し 、 ク ライアント の理解を深め、 QOL 向上に向けた課題解決を丁寧に

行っていく 。その際、チームメ ンバーが「 顔の見える関係・ 価値観を共有できる関係」 を

構築できると 、 ケアマネジメ ント の効果はより 一層大きなも のになり ます。 し かし こ れ

は、 簡単なよう で難し い。 こ の講義では、 ワーク を中心に置きながら連携の生成プロ セ

ス、連携の阻害要因や促進要因、効果的なディ スカッ ショ ンの方法等について、ケアマネ

ジメ ント に必要な中核知識・ 周辺知識を実践的・ 体験的に学びます。ワークは、私たちの

日常生活に関するものを取り 上げながら 、「 チームが連携し て課題解決に向かう 営み」 に

ついて理解を深めていきます。

＜学習目標＞

①実践技術としてのケアマネジメントについて理解できる。

②連携の概念について理解できる。

③多職種連携に不可欠な事例理解の深め方を理解できる。

授業の進め方

第 1 回 導入講義・ケアマネジメントの概要と意義、歴史と類型

第 2 回 インテーク、アセスメント、プランニング、モニタリング、インターベンション

第 3 回 エバリュエーション、ターミネーション

第 4 回 連携、チームビルディング、チームワーク、

第 5 回 連携の関連技術、連携の阻害要因・促進要因

第 6 回 スーパービジョン、対象者理解

第 7 回 ケア会議の必要性、ケア会議を構成する要素

第 8 回 ケーススタディー①

第 9 回 ケーススタディー②

第 10 回 ケアマネジメントの実際①

第 11 回 高齢者領域における課題

第 12 回 ケアマネジメントの実際②

第 13 回 障害者領域における課題

第 14 回 その他の領域(就労・生活困窮)における課題

第 15 回 振り返りと総括

事前学習の

内容・学習上

の注意

○指定したテキストを事前に読んでおくことが望ましい。

○ソーシャルワーク論や保健・医療・福祉サービス論等の基礎的な科目に関する基本的な知識

を前提として講義を進める。

○ディスカッションには積極的に参加すること。

本科目の

関連科目

ソーシャルワーク論、医療・福祉マネジメント（保健・医療・福祉サービス論）、

スーパービジョン論、地域福祉論

テキスト
①上原久：「ケア会議の技術２」（中央法規出版）

②上原久：「見立てを深めるための事例検討会」

参考文献
①野中猛、上原久：「ケア会議で学ぶケアマネジメントの本質」（中央法規出版）

②野中猛ほか：「多職種連携の技術」中央法規出版

成績評価

方法と基準

１回ごとのコメントカードの提示（２０％）、ディスカッションへの参加度（２０％）、提出レポート

（６０％）の方法で評価をおこない、全体で６０％以上を合格とする。



□医療・福祉実践科目

科目名 人材マネジメント論 ２ 単位

担当者 裵 英洙（非常勤教員） ・ 栗田かほる（非常勤教員）

開講形態 対面形式

テーマ 医療・介護組織における人や組織のマネジメントを学ぶ

科目のねらい

＜キーワード ＞

マネジメント、コミュニケーション、リーダーシップ、モチベーション、組織行動、ロジカルシンキング

＜内容の要約＞

人材マネジメントは、「ヒト」と「組織」を最大限効果的に機能させるために欠かせないもので、組

織が継続的に発展するために必要な、最も重要となる活動です。経営資源の「ヒト」「モノ」「カネ」

のうち、「ヒト」は意志と感情を持って動くものです。上手に活用すれば（＝マネジメントすれば）組織

に大きな価値や成果をもたらしますが、活用を間違えば組織の価値を損ないかねません。

本講座では、「ヒト」と「組織」をマネジメントしていく方法を、講義とケースディスカッションを通じ

て学んでいきます。受講者自身が考え、互いの意見を発言しあうことで、受講者間で双方向に学

びあうという特徴があります。現場で遭遇する複雑で多様な課題をテーマに、様々な視点から議

論していきます。

＜学習目標＞

・ 人材マネジメ ント の基礎知識や考え方を学ぶこ と ができる

・ 物事の全体像ととらえ論理的に考え人にわかりやすく伝える力を鍛えることができる

・ 討議を通じて他者・他職種の意見を受け止め多様な視点を得ることができる

授業の進め方

第 01 回 人材マネジメント概論

第 02 回 人材マネジメント基礎（１）

第 03 回 人材マネジメント基礎（２）

第 04 回 人材マネジメント基礎（３）

第 05 回 人材マネジメント基礎（４）

第 06 回 コ ミ ュニケーショ ン

第 07 回 リ ーダーシッ プ（ １ ）

第 08 回 リ ーダーシッ プ（ ２ ）

第 09 回 モチベーショ ンマネジメ ント

第 10 回 医療現場における人材課題（ １ ）

第 11 回 医療現場における人材課題（ ２ ）

第 12 回 人材マネジメ ント の複合的課題（ １ ）

第 13 回 人材マネジメ ント の複合的課題（ ２ ）

第 14 回 人材マネジメ ント の複合的課題（ ３ ）

第 15 回 総括

事前学習の

内容・学習上

の注意

・ 第1回目に注意点を含む詳細なオリ エンテーショ ンを実施し ます

・ 予習が必要な場合は、事前に教材（ ケース） を配布いたし ますので、ケースを読んで設

問を考えてきてく ださ い

・ 指定し た参考文献を事前に読んでおく こ と がのぞまれます

本科目の

関連科目
経営管理概論

テキスト テーマと課題に応じて、担当者が作成した資料等をもとにクラスを運営します

参考文献
裴英洙「新・医療職が部下を持ったら読む本」（日経 BP 社）

裴英洙「医療職が部下に悩んだら読む本」（日経 BP 社）

成績評価

方法と基準

授業での発言点（ ６ ０ 点）、 レポート （ ４ ０ 点） により 評価し 、 総合評価６ ０ 点以上を

合格と し ます。（ 試験の予定はなし ）


